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ｌ本書は新潟市山木戸386番地ほかに所在する山木戸（やまきど）遺跡の第２次発掘調査記録である。

２発掘調査は、新日観光商事株式会社の分譲住宅建設に伴う事前調査として、同社から新潟市が受託し、

新潟市教育委員会が主体となって実施した。

３発掘調査は、平成６年５月９日から８月23日までの期間に実施した。

４発掘調査によって出土した遺物は、すべて新潟市教育委員会が保管している。遺物の注記は「山２次」

である。

５本書の執筆編集は小池邦明が中心となって行った。

６墨書折敷・墨書土器の墨書判読は新潟大学人文学部小林昌二教授に依頼し、御指導を得た。

７発掘調査から報告書作成に至るまで、下記の機関及び方々から御協力・御指導を賜った。厚く感謝申し

上げます。（敬称略）

新日観光商事株式会社株式会社井浦測量設計事務所株式会社内山組新潟県教育庁文化行政課

新潟市市史編さん課大川秀雄小林昌二坂井秀弥田中耕作鶴巻康志藤塚明藤巻正信

本間敏則前川要北陸古代土器研究会北陸中世土器研究会日本貿易陶磁研究会

凡 例

１本書で用いた方角はすべて真北である。磁北は真北から西偏約７度20分である。

２土器・陶磁器の拓本は、断面左側が内面、右側が外面を示す。

３遺物実測図のうち、須恵器の断面のみ黒塗りした。

４遺物は、挿図・写真図版とも同一の通し番号である。

５遺跡の位置図は、１万分の１地形図（昭和59年新潟市）による。

６土器外面の←→は被熱などによる剥落を示す。

７曲物断面の←→はヘギ板が入っている位置を示す。

８‐-----‐は土器実測図の場合欠損部分、曲物実測図においては存在するが隠れて見えない部分を示す。

９曲物実測図の一一・一は推定復元した部分を示す。

１０実測図は、土器・陶磁器類及び小型の木製品は４分の１，井戸部材は１０分の１で掲載した。

例
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調査体制

調査主体

総括

調査担当

調査員

新潟市教育委員会（教育長石井淳次長熊田光男）

武藤紘一（生涯学習課長）・小林鉄夫（生涯学習課長補佐）・皆川泰男（生涯学習課長補佐）

小池邦明（生涯学習課主事）

高橋亮（生涯学習課主事）・量谷川晋一（同）・本間桂吉（同）・渡辺孝博（同）

知野泰明（生涯学習課嘱託）・田中恵津子（同）・諌山えりか

和田明彦（生涯学習課係長）・高橋正幾（生涯学習課主事）

天野雅代・小林愛子・近藤金夫・清田貞・高橋詞・星山良作・森良子

事務局

調査作業員



Ｉ調査に至る経緯

１調査に至る経緯

平成５年８月、新潟市山木戸386番地ほかでの宅地分譲計画が明らかになった。予定地は平成３年に宅地

造成に伴って市教育委員会が発掘調査を実施した場所であり、古代・中世の良好な集落跡が発見されていた。

市教育委員会は、新たな宅地分譲計画はそれまでの土地利用を変更することとなるため、関係機関と協議を

行った。この結果、県教育庁文化行政課から調査済み部分以外で工事により破壊される部分の発掘調査を行

うよう指導を受けた。指導に基づいて、建設施行者の新日観光商事株式会社は平成５年11月25日付けで文化

財保護法第57条の２第１項の届出を提出した。平成６年４月８日、市教育委員会は新日観光商事株式会社と

発掘調査受託契約を締結した。市教育委員会は平成６年４月27日付け新教生第91号により文化財保護法第９８

条の２にもとづく発掘調査の通知を文化庁長官へ提出し、５月９日から現地調査に入った。調査は５月９日

から８月23日の間実施し、597㎡を発掘した。

２遺跡の位置と立地

遺跡は新砂丘Ⅱ－４に分類される牡丹山砂丘上に立地する。東西に走る標高十1.2ｍ前後の砂丘の北側斜

面に位置し、約19,000㎡が遺跡範囲と推定されている。調査地の標高は＋0.1ｍ前後である。遺跡の北側約

１２k,nには旧阿賀野川の流路である通船川が流れており、遺跡との間はその氾濫原にあたる。南側には砂丘

間低地を挟んで、牡丹山一中山一近江の集落をのせる標高１ｍ前後の砂丘（新砂丘Ⅱ）が並行している。

周辺の遺跡はいずれも砂丘列・自然堤防上に立地しており、平安時代から中世にかけての時代に限定され

る。調査の実施された遺跡は少なく、実態は不明である。遺跡の周辺は市街化が進み、住宅や工場が密集し

て立ち並ぶ。近世以来の村落景観は大きく変貌しており、砂丘の高まりに沿って点在する畑地によって、わ

ずかに往時をしのぶことができる。

第１図遺跡の位置（S＝1/10,000）

１



３

１調査区の設定

調査区は平成３年度調査（以下１次調査と略記する）地を中心として東側部分と西南部分に分け、それぞ

れをＡ地区、Ｂ地区とした。当初はＡ地区のみの予定であったが、調査途中に分譲住宅からマンション建設

に計画が変更されたため、調査地点（Ｂ地区）を追加した。

グリッド軸は１次調査の設定を基本にした。しかし、調査開始時には１次調査の基準軸原点が存在しなか

ったためグリッド軸に誤差が生じ、整理作業時に修正した。主軸は真北から約21度西偏する。グリッドは2０

ｍ方眼を大グリッドとし、さらに４ｍ

四方の小グリッドに分割した。グリッ

ドの呼称は大グリッドが東西方向にア

ルファベット、南北方向に数字とし、

小グリッドは北西隅を１番として西か

ら東に数え、南東隅を25番とした（第

２図)。

Ａ地区のグリッドは３Ｂ18～２０．２３

～２５，３Ｃｌ6～１８．２１～２３，４Ｂ３～

５．８～１０．１３～１５．１８～２０．２３～

２５，４Ｃｌ～３．６～８．１１～１３．１６

～１８．２１～２３，５Ｂ３～５，５Ｃ１．

２である。西辺および南辺が１次調査

区域にかかるように設定した。それぞ

れ50～80cm幅で基盤砂層まで達する黄

褐色の埋め戻し土を検出した。埋め戻

し土の掘り下げは行なわなかった。Ｂ

地区のグリッドは５Ａ４．５．９．

１０．１４．１５・’９．２０．２４．２５である。

東辺が１次調査区に接する。東壁上層

では埋め戻し土であるが、下層の一部

は包含層が残っていた。遺構番号は検

出順に付したが、一部整理作業時に付

け替えた。

－２－

～

Ａ 目 Ｃ

／

２調査の方法

表土の除去にはバックホーを使用し

た。除去は全体に削平およびかく乱が 第２図調査区（１．２次全体）（S＝1/600）

Ⅱ調査の概要

４

｜、
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３基本層序（第３図）

調査範囲は住宅地造成のためすでに整地が終了しており、現地表面の標高は０ｍ前後の平坦面であった。

全体にかく乱が多くみられ、北側に向かうにつれて客土が厚くなっている。地山面は標高一ＬＯｍである。

１層表土・整地の埋めたて土調査地は旧屋敷地であり、その撤去時の埋め戻し土が全体を覆っている。

２層暗黒褐色土Ａ地区西側部分はかく乱を受けて残存していない。南部の５Ｂ・５Ｃグリッドでは比

較的単一な様相を示すが、北部の３Ｃグリッドでは数枚の層に区分される。近代以降の耕作土である。

３層暗褐色土２層よりやや褐色をおびる客土層である。固くしまっており、近世・近代の陶磁器から

平安・中枇の遺物が出土する。

４層黒褐色士４Ｃ・５Ｂ・５Ｃグリッドを中心に存在し、それ以外は削平されているところが多い。

平安・中1廿の遺物包含層であるが、層位的な時代の区分は不可能であった。

５層地山と包含層の漸移層であるが、あまり発達せず、存在しないところもある。遺構はこの層から地

山層になって初めて明瞭となる。

６層黄褐色砂地山の砂丘形成砂である。下層になるほど青みを帯びている。平安・中世の遺構の多く

Iまこの面で検出したく

４調査の経過

５月９日～１１日バックホーで発

掘区の表土除去。仮杭打

ち。

１２．１３日機材搬入。

１６日現地プレハブ事務所開

設、作業員雇用開始。グ

リッド杭打ち開始。

１７日ベルトコンベアーを設

置し発掘区東部分から発

掘面清掃開始。かく乱が

非常に多く労力を要す。

２５日Ａ地区東側３Cl8から

南北にはしる溝（ＳＤ４）

検出。

６月１日５Ｃ１で１次調査のSＸ６

２

目

．.1群約4,亀｡:‘バﾝ苧裁:‘i…‘ペド..‘瑠斜~《;､皇.v潅鍵ｖ。､鴬､』麺驚き鍵i雫鐸漸､､二,‘‘?錨

５

ＶＶ
０ｍ

深くみられたため主要包含層の４層上面までとし、以下は遺構の精査を繰り返しながら人力で掘り下げた。

包含層遺物は小グリッド単位で取り上げた。遺構内遺物は原則としてレベルおよび出土位置を記録したが、

一部は層位ごとに取上げた。遺構測量には平板測量と簡易造方測量を併用した。レベルは山木戸３丁目の水

準点（標高十1.174ｍ）から移動して使用した。

1’

4C23グリッド東壁土層層序（Ｓ＝1/20）

１，１１層表土・埋め立て±

２層近代以降の耕作土

３層客土平安・中世・近世・近代の遺物混入

４ａ．ｂ、５層遺物包含層（古墳。平安・中世）

※5層上面が遺構確認面となる。

－３

－１ｍ
６

第３図基本層序

卜号-’

４ａ

4ｂ



を確認。１次調査との境界を追求する。

７日４Cl7から土坑検出。以後順次遺構の調査に入る。

８日ＳＥｌ２調査、井戸側部材出土、以後井戸の検出続く。

１０日ＳＸ６掘り下げはじめる。覆土中に須恵器・土師器の小破片多く出土。

２０日４Ｃ７～12のＳＫ２０北側の土坑群を精査。

２３日ＳＸ６の遺物取り上げ。覆土を洗浄のため採集し袋詰めする。

７月４日新日観光商事株式会社から宅地分譲からマンション建設に変更することで依頼があり協議。計画

変更に伴い、西側部分約90㎡を新たに調査区に加え（Ｂ地区とする)、期間を８月下旬まで延長す

ることとした。

５日Ａ地区北側３Cl8から遺構平面図作成開始。

１３日Ｂ地区調査開始。グリッド杭打ち。

１８日Ａ地区ＳＸ６カマドから土管・支脚出土。Ｂ地区ＳＫ９確認。

２１日Ａ地区清掃、写真撮影。

２６日新潟大学工学部大川秀雄教授来跡。Ｂ地区噴砂現象の観察及び土壌サンプル採集。

８月２日ＳＫ９腐植層から多量の箸等木製品出土。昆虫遺体も多い。覆土を洗浄のため採集する。

１２日Ｂ地区遺構平面図作成開始。

１８日ＳＥｌ３ほか井戸側・曲物取り上げ。２段重ねの井戸は下部のlllI物取り上げがなかなか進まない。

湧水が激しく砂の流入が多いため、取り上げは難航した。

２２日撤収準備。

２３FＩ現場より機材を撤収。現地調査終了。

９月26日新教生第483号により新潟東警察署長宛て遺物発見届・埋蔵物保管請書、県教育委員会宛て埋蔵

文化財保管証提出。

４
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１遣構の概要

発掘地は調査区全体にわたって近世以降の削平およびかく乱を受けており、遺構と包含層が良好に残って

いたのは調査区の南側約1/3である。遺物包含層の厚さは５～30cmで平安～中世の遺物が混在する。

奈良時代の遺構は竪穴住居（ＳＸ６）１棟である。この他に該当期の遺構・出土遺物もなく特異なあり方

を示している。平安時代では土坑が５基あり（ＳＫ２２．２３．３０．３１．３２)、Ａ地区内に散在している。中世

では井戸６基・溝３基・土坑11基・柱穴などがある。Ａ地区東辺に南北に溝（ＳＤ４）が走り、その西側に
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土坑群、井戸が位置する。遺物包含層

が厚く遺構の残りが良好だった南側に

は、多数の小柱穴が検出されたが、掘

立柱建物の規格性を確認できず、建物

を復元するにいたらなかった。井戸は

いずれも水溜めとして曲物を据えてお

り、井戸側は方形縦板や割り抜き板材

で囲うものがある。下部掘形は湧水の

ため明らかでない。

Ｂ地区では大形の土坑ＳＫ９のほか

小土坑・ピットを検出した。また南壁

面およびＳＫ９の遺構外線にそって地

震による噴砂現象が発見された(注l)。

近世以降の遺構は、SD101がある。

3Ｃ２２．２３で東西に延び、ＳＤ４を切っ

ている。陶磁器皿、揺り鉢が出土した。

遺物量は土器類コンテナ約40箱・木

製品水槽２基である。土器類は約８割

が平安時代に属する。ほとんどが細片

で復元できる個体は少ない。木製品は

中11tの井戸・土坑から出土している。

挿図・図版には遺物の主なものを選択

して示した。

『、

Ⅲ遺構と出士置物

２奈良・平安時代の遺構と遣物

ＳＸ６（第５．６図、図版１．２．３．８）

５Ｃ１．２に位置する。１次調査で性

格不明遺構としたもので残存部を調査

した。東辺部分は電柱が残されていた

1.黒褐色±

粘性ややあり
しまりなし

炭化物多量に含む

2.黒褐色土

粘性ややあり
しまりなし

3.暗褐色砂
粘性なししまりな

弓１

第５図ＳＸ６

しまりなし

－５



ため未調査地が残る。住居の名称は１次調査と共通性を保つた

めＳＸのままとした。全体で東西5.4ｍ×南北4.3ｍの隅丸長方

形で北東隅が膨らむ。確認面からの深さは50cmである。主軸方

位は北から東西に偏する角度でＮ－７０ｏ－Ｗである。床面はほ

ぼ平らで、カマドの南から南西方向に浅い溝が１条走る。床面

は常に濡れた状態で湿気が多く、精査したが柱穴は検出できな

かった。

カマドは北東部隅に位置する。長さ70cm，幅90cm，高さ25ｃｍ

の範囲の黄色味がかった暗褐色砂で遺物が集中して出土した。

床面は被熱のためか若干の硬化・赤変が認められた。中央には

支脚が２段に重ねて置かれ、その上に土管がのっていた。左右

６

、
１ 、



．｛空

遺構外出土の遺物遺構外の遺物は包含層４層を中心とし、下部の５層、上部の３層及びかく乱層から出

土している。土器は、須恵器の無台杯・有台椀・杯蓋・長頚壷・短頚壷・髪・京都篠窯産鉢、土師器の椀・

黒色土器椀・小尭・長胴尭・鍋、緑紬陶器の椀・皿、灰紬陶器の椀・皿など器種があるが、多くは小破片で、

復元できるものは少ない。

４４～50は墨書土器である。全体では32点出土したが、１字だけ書かれるものが多く、文字のほとんどは判
カ カ カ

読できない。文字は４４「村｣、４６「井｣、４７「キ｣、４８「衣｣、５０「大」で、４５．４９は判読不能である。５１～５５

は灰軸陶器の椀・皿である。ややざらついた胎土で猿投産K90様式である(注３)。全体で約40点の小破片が

ある。緑粕陶器は図示していないが、京都産が主体であり、小破片約30点が出土している。銭貨では菖年

通宝１点、銭種不明（隆平永宝か）１点がある。そのほか中-1世と時期区分できないが、土製品では土錘、土

器片円盤、鍛冶津や鉄製品等があり、焼けて白骨化した魚骨細片も少量採集された。

ａ’
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部内外面カキ目、下半部はタタキ調整が施される。このほか小尭も数個体確認されている。４０は移動式かま

どの破片と思われる。砂を多く含む胎土で、外面は縦のハケ目、内面へラ削り痕がある。このほか銭貨が１

点（図版１２)、細形士錘１点が出土している。

７

ａ

△

▲

△

噴砂

第７図ＳＫ９

／
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1.黒色土粘性弱しまりあり炭化物含む

2.黒色土植物腐植層

3.黒色粘土粘性強しまりあり昆虫種子含む

4.黒褐色土粘性弱しまりややあり

5.黒色土粘性強しまり弱植物根含む

6.黒褐色土砂多い植物根含む

7.黒褐色土粘性なししまりややあり

8.黒褐色砂粘性なししまりややあり
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３中世の遺構と遺物

ＳＫ９（第3.4図、図版4.13.14）Ｂ地ｌＸ５Ａ９・１０に位置する。１次調査で東部分を調査しているが今回

の調査では接していない。長軸約５ｍ、短軸約４ｍ，深さ60cmの不整隅丸方形で、断面は浅いレンズ状を呈

する。覆土は粘性のある黒色土で腐植植物を含む。特に３層から土器のほか多量の箸をはじめとする木製品、

昆虫遺体、種子が出土した。トイレ遺構の可能性が考えられたので、覆土を採集し整理作業時に調査したが、

寄生虫卵・遺体は発見されなかった（注４）。廃棄土坑と考えられる。また、幅１cmほどの砂の立ち上がり

が遺構の外形線やや内側に沿って巡っており、地震による噴砂現象と確認された。地震の年代は不明である。

５６は白磁椀である。５７～71は珠洲焼である。５７は誰肩部破片、５８～62は壷胴部破片、６３～69は片口鉢であ

る。７０は壷底部、７１は小型市の底部であろう。７２～74は盗器系陶器である。７２．７３は同一個体で外面に厚く

自然紬がかかる。７４は外面に簾条の印刻文がある。７５は胎土が粗く、砂や直径l～21皿lの小石を多く含んでお

り、五頭山麓窯の可能性がある。７６は平安時代の石帯巡方である。縦4.05ｃｍ・横425ｃｍ・厚さ0.75ｃｍ・重さ

28.09、黒色粘板岩製である。表面及び側面はよく研磨されている。裏面は潜り穴４カ所あり、斜めの擦痕

が残る。１次調査でもＳＫ９近くの包含層から石帯錠尾１点が出土している。７７は硯で上面の一部が残って

いる。７８は小型の砥石である。

７９～90は木製品である。７９は内外面黒色漆塗の椀である。胴部外面に「木｣、底部内面に「森」の字が朱

書され、また底部外面には「因」の文様が線刻されている。口径102cm、底径6.1cm、残高3.9cm。８０は椀で

ある。８１．８２は柾目板､83は棒状木製砧である。８４～87は箸で、長さ15～25cm，径0.6ｍを測る。全部で100

点以上出土している。８８は差歯下駄で、表面かかと部

分に79の椀と同じ線刻がある。長さ24.4cm、幅9.5cm。

８９．９０は草履状木製品である。２点とも長さ24.2cm、

幅１０．８cmで規格が一致している。一揃いで使用された

ものであろう。

ＳＥ1２（第８図、図版5.14.15）４Ｂ１５．２０，４Ｃ

１１．１６に位置する。上面は2.5×2.1ｍの隅円長方形で、

東側が幅50cmほどの低い段となって張り出す。井戸側

は一辺90cm，残存高60cmの方形縦板組で下部に水溜め

の曲物を設置する。検出面から水溜め底までの深さは

130cmである。井戸側は基底部に組んだ横桟の四隅に

支柱を置き,外側を幅１０～50cmの縦板で囲む。四隅の

外側にはさらに一枚ずつ縦板を配置している。内側に

は横桟と縦板の間に補修のためか縦板．曲物底板．折

敷断片が差込んであり、折敷断片には墨書が記されて

いた（103)。覆土上部には上段の横桟が残存していた。

水溜めは曲物の内部に浅い曲物を密着させて組み入

れ､さらにその内側に口径の小さい曲物を入れていた。

出土遺物は中世の青磁・珠洲焼数点と平安時代の須

恵器・土師器破片、井戸部材、曲物がある。９１は平安

ＨＬ－０．５ｍ

1.黒色土粘性なししまりあり炭化物多量に含む

2,暗褐色砂粘性なししまりなし

3,黒褐色土粘性なししまりあり(黄褐色砂混じる）

4.黒色土粘性ありしまりややあり(黄褐色砂混じる）

5暗褐色砂粘性なししまりあり

6.黄褐色砂粘性ややありしまりややあり

7黒色土粘性ありしまりややあり井戸枠縦板含む

第８図

－８－

８．黒色土粘性強しまりなし腐植植物多量に含オ

９，黒褐色砂粘性ややありしまりややあり

10.暗褐色砂粘性なししまりあり

11.黒色土粘性なししまりややあり

12.黒褐色砂粘性なししまりややあり

13.黒褐色砂粘性なししまりややあり

ＳＥ1２



「

時代の京都篠窯産の須恵器鉢底部である。底径１０．３cm、胎土は精良で黒色粒子を含む。９２は青磁の鉢あるい

は盤の口縁部、９３は青磁蓮弁文碗、９４は珠洲焼斐である。９５は尭器系陶器の中斐で、口径23cm、胴部最大径

39cmを測る。胎土は石英粒が多く粗い。笹神村狼沢窯製品に類似する（注５）。９６～98は水溜めの曲物であ

る。９６は口径55.6ｃｍ・高さ50.5cm，９７は口径45ｃｍ・高さ19cm、９８は口径39ｃｍ・高さ27cmである。内面にタテ

ケビキを入れている。103は墨書折敷である。右半分を欠損し、表面左端が一部剥落する。ところどころに

刃物傷がある。縦269cm、幅12.8cm、厚さ0.5cm･墨書は中央に３行書きされている。釈文は、以下のとおり

であるが文意は不明である。

「その□□

所、の条、□
Ｇｉ力〕

存こそﾉ､一□た□」061型式

ＳＥ1３（第９図）４Ｂ２４．２５，５Ｂ４．５に位置す

る。4.25×2.2ｍの楕円形で、井戸側はなく中央に水溜め

の曲物を２段に重ねて据える。深さは水溜め底まで１．３

ｍである。上段曲物は口径53ｃｍ・高さ51cm，下段曲物は

口径48ｃｍ・残高18cmである。

遺物は、平安時代の須恵器・土師器小破片・土錘があ

り、中世遺物は出土していない。覆土の様子から帰属時

期は中世と推定している。

．

ｂ
〆

ＳＥ１４（第１０図、図版6.15）４Ｂ５．４Ｃ１に位置

する。３２×2.8ｍの不整円形を呈し、深さ約40cmで平坦

面を作り、中央に井戸側を設置する。井戸側は一辺70～

80cm、残高80cmの隅丸方形で、一木を４分割してＬ字形

に割り抜いたものを組み合わせている。底部から上方７０

cmのところに四角穴を４カ所あけ、横桟状の角材を渡し

ていた。水溜め曲物は井戸側東部が圧し潰されたためか

南西に偏っていた。水溜め曲物底面までの深さは1.4ｍ

である。

出土遺物は、平安時代の須恵器・土師器小破片、青

磁・珠洲焼、井戸部材等木製品があり、中世の遺物は少

量である。１０４は青磁蓮弁文碗で水溜め曲物内から出土

した。１０５は青磁碗底部片である。１０６．１０７は珠洲焼摺

鉢である。１０８は井戸側を組み合わせるためのほぞ穴の

くさびである。109から111は縦板、１１２はヨコヅチ状の

木製品で、下端は黒く焼け焦げ、欠損している。113は

水溜め曲物で口径53ｃｍ・高さ41cm，外側のたがは３段に

分割している。

ａ

－ＨＬ－０－５ｍ

bＩ

１．黒色砂粘性なししまり強粘土プﾛｯｸ少量含む１１.淡褐色砂粘性ややありしまり賑

2.黒褐色砂粘性なししまり強粘土プﾛｯｸ多量に含む12.黄褐色砂粘性なししまり弱

３．黒褐色砂粘性なししまり強１３.褐色砂粘性なししまり弱

４.黒色砂粘性なししまり強１４.淡褐色砂粘性なししまり弱

５．暗褐色砂粘性なししまり強１５.黄褐色砂粘性なししまり弱

６．暗褐色砂粘性なししまり強腐植植物多く含む１６.褐色砂粘性なししまりなし

７－黒色砂粘性なし.しまり強１７.褐色砂粘性なししまりなし

８－褐色砂粘性なししまりやや強く粘土ブロック少量含む１８.褐色砂粘性なししまりなし

９.黄褐色砂粘性なししまり弱１９.黄褐色砂粘性なししまりなし

10.黒褐色砂粘性なししまり弱２０.褐色砂粘性なししまり弱

第９図ＳＥ1３
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ＳＥ1６（第12図）３B24に位置する。

径1.2～1ｍの不整円形で東側半分がかく

乱を受けていた。井戸側は残存せず、曲

物を２段に重ね水溜めとしている。深さ

は水溜め底まで1.15ｍである。上段曲物

口径53ｃｍ・残高30cm、下段曲物口径５１

ｃｍ・残高36cm･遺物は平安時代の須恵

器・土師器・緑粕陶器、折敷断片、箸が

出土した。

【６

－ＨＬ－０．４ｍ

Iｉｒｒ

１１〒

|、

６，黒褐色砂粘性弱しまりあり

７明褐色砂粘性なししまりなし

８.暗褐色砂

９.黄褐色砂

第１２図ＳＥ1６

1。
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ＳＥ1７（第１３図、図版６．７．１５．１６）第１０図ＳＥ1４

４Ｂ４に位置する。上部は東側を残してかく乱を受けていた。上部の径29～2.6ｍの不整円形である。深さ

45cmで平坦面を作り、中央に井戸側、水溜を設置する。深さは水溜め底まで1.33ｍである。井戸側は一辺８５

cm、残高50cmの方形縦板組みである。底部に横桟を組み、隅柱は立てずに周囲を幅30cmほどの縦板で囲って

いる。内側に曲物を２段に重ねて水溜とする。

出土遺物は平安時代の須恵器・土師器破片

が多く、中世の遺物は少ない。117は玉縁状

口縁の白磁碗、１１４は珠洲焼片口鉢、115.

116は珠洲焼壷、１１８．１１９は手づくねの土師

質土器小Ⅲ鏑､１１８の口径7.4cm、底径3.5cm、高

さ1.3cmである。120～123は横桟である。長

さ80cm、幅６～８clnol24は井戸側の縦板、

下端をくさび状に削っている。残存長59ｃｍ・

幅28cmol25は水溜の上段曲物で口径67ｃｍ・

高さ53cm、126は下段の曲物で口径53cm、残

高43cm。

ＨＬ－０－６ｈ

.【,黒褐色土粘性弱４，黄褐色砂粘性なししまりややあり

2,黒褐色土(灰褐色土含む)5.黄褐色砂(黒褐色砂含む）

3,黒色土粘性あり

第１１図ＳＥ1５

ＳＥ1５（第11図）４Cllに位置する。

径1.2ｍの円形で、深さは80cm・井戸側

は残存せず、水溜め曲物（口径68ｃｍ・高

さ48.3cm）１基がある。曲物の上部に横

桟と思われる２本の木製品が、直角に交

差するように残存していた。遺物は曲物

のほか青磁小破片、平安時代の須恵器・

土師器、灰紬陶器が出土した。

』

0１

１暗褐色砂粘性なししまりあり

２黒色砂粘性弱しまりあり

３暗褐色砂粘性なししまりなし

4,黒色砂粘性ありしまりあり

5-暗褐色砂粘性なししまりなし
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1０

〆
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り、外面には煤が付着する。
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ＳＤ４（図版７．１６）３C18から４C23ま

でＡ地区東側を南北に走る。４C23でＳＤ６を

切っている。溝は幅約1.2ｍ、深さ0.4ｍ・南端

部分が未調査のため、１次調査の溝（ＳＤ１）

との関係は不明であるが同一の可能性がある。

東側に幅約40cm、深さ１０cmほど西側に拡張され

ている。遺物の多くは拡張部から出ている。

127はロクロ成形の土師質土器小皿である。１２８

は白磁小皿である。129～138は珠洲焼である。

129は婆の同部､１３３．１３４．１３７は片口鉢である。

137～141は姿器系陶器である。

143は滑石製の石鍋である。内面には擦痕が残

ｂ
－ＨＬ－０．３ｍ

黒色砂粘性ありしまり強８.黄褐色砂粘性なししまりあり黒色砂ブロック含む

暗褐色砂粘性なししまり強９．暗白色砂粘性なししまり強黒色砂プﾛｯｸ含む

黒褐色砂粘性なししまり強１０.暗褐色砂粘性なししまり強

褐色砂粘性なししまり強１１.黄褐色砂粘性なししまりあり

黄褐色砂粘性なししまり強12.暗褐色砂粘性なししまり強

暗褐色砂粘性なししまり強１３.明褐色砂粘性なししまりあり

明褐色砂粘性なししまり強炭含む１４.明褐色砂粘性なししまりあり

第１３図ＳＥ1７

新潟大学工学部大川秀雄教授にご教示を得た。

坂井秀弥ほか1989「山三賀Ⅱ遺跡』新潟県教育委員会

富山大学前川要助教授にご教示を得た。

新潟市衛生試験所本間敏則氏の顕微鏡観察結果。

新発田市教育委員会田中耕作氏、鶴巻康志氏のご教示を得た。

1１

１
２
３
４
５
６
７



Ⅳまとめ

山木戸遺跡２次調査では、奈良・平安時代から中世、近世にわたる遺構・遺物が出土した。２次調査で出

土した古墳時代の遺物は小片数点を確認したが、高坪の坪部破片などのため、時期は特定できない。奈良時

代については、811t紀初めに集落が形成されるが短期間で廃絶されている。その後集落が形成されるのは平

安時代の９世紀後半～10世紀前半と中世の121廿紀後半～１６世紀代であり、この間に集落が途絶する期間が

ある。近世の遺物も少量見つかっているが、かく乱や客土中からの出土が多く、集落としての継続は認めが

たい。

奈良時代では、遺構は竪穴住居１棟とわずかなカマド出土遺物しか検出されておらず、集落の構成は不明

である。遺物は非ロクロの土師器蕊が主体である。時期比定の基準となる須恵器・土師器椀がなく、年代や

地域性については再検討が必要である。

平安時代は遺物量からは本格的に集落が形成されるものと思われるが、遺構はわずかに土坑を確認したの

みで多くを知ることができない。しかし、緑紬陶器・灰粕陶器は破片ながらも一定量存在し、石帯も出土し

ている。これらは一つのセットとしてとらえられ、９世紀後半に比定される。このほか皇朝銭・京都篠窯須

恵器大平鉢など希少品があり、これらの遺物からは、一般集落ではなく官衝関連遺跡の可能性が高い。

中世では溝・井戸・柱穴が検出されているが、掘立柱建物の復元が不可能なため集落の構成は明確ではな

い。２次にわたる調査では合計17基の井戸が発見されており、調査面積に比べ多い。砂丘上に作られるため

素掘りのものはなく、いずれも水溜として曲物を設置している。部材に、柾目で木取りされているものがあ

り、年代測定資料として良好なものもある。遺物は12世紀後半から1411t紀代のものが主体である。組成の主

体は珠洲焼、白磁・青磁の中国陶磁器等遠隔地からの搬入品であり、土師質土器はわずかである。この組成

は一般集落としては特異といえる。

このほかに、時期は限定できないが、刀子等の鉄製品および鉄津・羽口などの鍛冶関連遺物がコンテナに

3箱ほど出土している。また、近年事例が増加している地震の噴砂現象が確認されるなど、多角的な検証が

可能な遺跡である。

今後本報告にむけて、遺物の組成・出土傾向等を検討し、山木戸遺跡の性格を捉えるよう努めたい。

参考文献

１石井清司１９８３「篠窯跡出土の須恵器について」『京都府埋蔵文化財情報」第７号

２宇野隆夫１９８２「井戸考」「史林』６５巻５号

３坂井秀弥ほか１９８７『番場遺跡ｊ新潟県教育委員会

４坂井秀弥ほか’989『山三賀Ⅱ遺跡』新潟県教育委員会

５山本信夫１９９０「１１・l2Ht紀の貿易陶磁器一太宰府出土例を中心として－」『貿易陶磁研究」第10号

６吉岡康暢１９９４『中世須恵器の研究」吉川弘文館

７横田賢二郎・森田勉１９７８「太宰府出土の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集」４号

1２
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図版８調査区Ａ地区

Ａ地区全景（南から）

SX6遺物出土状況 SX6完掘状況
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B地区全景（北から）

SK9完掘状況
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Ａ地区土居堆積状況

SK9遺物出土状況
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石帯出土状況
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図版１６出土遺物(6)
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